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Village Topics

　田村雄一さんは、昭和61年から６年間、
日下小学校長として、常に確固たる教育理念
をもって学校教育にあたり、教職員の資質向
上、教育方法の改善、教育環境の整備などに
卓越した手腕を発揮し母校の充実、発展に努
められました。また平成元年度から２ヶ年、
文部省より、「奉仕等体験学習研究推進校」の

指定を受け、「助け合い、自らすすんで取り組める子どもを育てる」
を主題とした実践研究に全教職員一致して取り組み、学校と地域
との連携が密となった学校教育の取り組みが高く評価されました。
在任中には「他人の立場に立って考えることのできる心」や「思
いやりの心」の育成に取り組み、自ら進んで取り組む態度を身に
つけるよう子どもたちを指導し、大きな成果をあげられました。

　梶原美智子さんは、教育現場で
の在職中は、常に現場第一主義の理
念のもと、情熱あふれる教育を実践
され、高岡地区小中学校校長会副会
長、中学校部長などの要職を歴任し
た後、須崎市立南中学校長を最後に
平成９年３月退職されました。そし

て同年10月、本村の教育長に就任されました。教育改革
が進むたいへん重要な時期、長年教育現場で培われた豊
富な知識と卓越した指導力で、就任直後からハード、ソ
フト両面に課せられた村の教育課題解決にエネルギッ
シュに取り組まれ、日高の教育が進むべき確かな方向を
力強く指し示してくださいました。

　本年度の春の叙勲におきまして、日高村在住の梶原美智子さんと日高村出身
で、現在高知市にお住まいの田村雄一さんの２名が、教育分野での輝かしいご
功績により、瑞宝双光章を受章されました。

　

４
月
13
日
㈰
、「
花
・
人
・
土
佐
で

あ
い
博
」
の
一
環
と
し
て
、
錦
山
公
園

に
お
い
て
日
高
村
商
工
会
青
年
部
主
催

の
「
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
係
各
位
の
ご
協
力
も
あ
り
、
雨
の

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
何
と
か
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
無
事
予
定
通
り
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
参
加

型
企
画
と
し
て
村
内
の
植
物
愛
好
家
野

村
守
佑
氏
の
植
物
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、

妹
背
峠
錦
山
入
り
口
〜
錦
山
公
園
イ
ベ

ン
ト
広
場
ま
で
午
前
・
午
後
の
二
回
、

参
加
者
に
春
の
山
歩
き
を
満
喫
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
午
前
・
午
後

の
二
回
、
元
牧
野
植
物
園
非
常
勤
講
師

の
黒
岩
和
男
氏
に
、
錦
山
公
園
に
自
生

す
る
植
物
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
後
、
実
際
に
植
物
を
観
察
し
公
園
内

を
散
策
し
な
が
ら
植
物
に
対
す
る
知
識

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
自
然
の
も
の
で
遊
ぼ
う
」
と
題
し

て
日
高
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
一
般
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
等
の
ご
指
導
の
下
、

竹
の
水
鉄
砲
の
作
り
方
や
草
笛
、
シ
ダ

の
葉
を
使
っ
た
葉
っ
ぱ
飛
ば
し
な
ど
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
自
然
の
遊
び
を

堪
能
し
て
い
た
だ
き
、
紙
芝
居
も
イ
ベ

ン
ト
の
合
間
に
行
わ
れ
、
新
鮮
さ
と
懐

か
し
さ
の
両
方
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
村
内
で
行
わ
れ
る
「
花
・

人
・
土
佐
で
あ
い
博
」

の
一
連
の
行
事
で
は
、

地
域
資
源
を
活
用
し

た
エ
コ
ロ
ジ
ー
活
動

に
取
り
組
む
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
お
り
、
今
回
は
村

内
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
活

動
に
賛
同
い
た
だ
け
る
事
業
所
の
名
入

り
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
成
し
、
会
場
内

に
そ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
木
の
枝
や
ロ
ー

プ
を
使
っ
て
広
告
掲
示
し
、
イ
ベ
ン
ト

終
了
後
は
各
事
業
所
に
エ
コ
バ
ッ
グ
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
エ
コ

広
告
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
た
。
ま
た
、

商
工
会
青
年
部
は
山
の
恵
み
を
実
感
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
山
菜
て
ん
ぷ
ら
う

ど
ん
を
販
売
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

今
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
使
い
捨
て
容

器
や
割
り
箸
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
何
度
で
も
使
用
で
き
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
・
箸
に
変
更
し
、
ゴ
ミ
の

減
量
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部
で
は
『
人
』
と
『
自

然
』
の
共
存
の
為
の
本
質
的
な
問
題
解

決
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
為
、
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
少
し
ず

つ
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

錦
山
公
園
周
辺
は
、
春
の
花
・
秋
の

紅
葉
と
一
年
に
二
度
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
国
内
で
も
珍
し
い
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ

の
自
生
地
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
他
非
常

に
稀
有
な
植
物
に
出
会
え
る
貴
重
な
地

域
資
源
の
宝
庫
で
す
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
の
景
観
を
守

る
た
め
に
も
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
や
草
木

の
無
断
採
取
を
し
な
い
等
、
皆
様
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

自然のもので遊ぼう山
の
恵
み
を
い
た
だ
こ
う

山菜てんぷら
うどん

出
店
様
子

エコバッグによる
事業所紹介

錦
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

植
物
観
察
教
室

城下秀二氏

ドウダンツツジまつり日高村春花エコまつり

日高村社会福祉協議会
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Village Topics

大
おお

手
て

・搦
からめ

手
て

　

此
の
春
小
村
神
社
前
駅
が
開

業
し
て
、
通
学
、
通
院
、
買
物

な
ど
ず
い
ぶ
ん
便
利
に
な
っ
た
。

駅
名
の
愛
称
も
土
佐
二
宮
駅
と

な
り
、
東
の
一
宮
駅
と
と
も
に

広
く
県
民
や
旅
行
者
に
親
し
ま

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
小
村
神
社

は
千
四
百
年
余
り
と
歴
史
も
古

く
、
高
知
県
で
三
つ
し
か
な
い

国
宝
の
一
つ
環
頭
の
太
刀
が
あ

り
、
ま
た
重
要
文
化
財
も
数
々

残
さ
れ
て
い
る
。
鎮
座
ま
す
祭

神
は
国
常
立
尊
（
く
に
の
と
こ

た
ち
の
み
こ
と
）
で
あ
る
。

　

日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
国
生

み
で
知
ら
れ
る
い
ざ
な
ぎ
の
尊
、

い
ざ
な
み
の
尊
に
至
る
神
代
七

大手（大手門）・搦め手（裏門）にちなんで編集委員

が所感・雑感をあらゆる方角から述べるコーナーです。

小村神社の神代（ぼたん）杉

ま
な
か
い
の

　

風
あ
ら
な
く
に

　
　
　
　

か
き
つ
ば
た

　
　
　
　
　

丘
宇

（
本
文
に
関
係
な
し
）

代
の
一
番
最
初
の
神
に
あ
た
り
、

国
土
形
成
の
根
元
神
と
さ
れ
、

国
土
の
守
護
神
で
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
小
村
神
社
は
社

格
も
高
く
、
由
緒
あ
る
神
社
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

全
国
的
に
も
小
村
神
社
と
同

じ
祭
神
を
祀
っ
て
い
る
神
社
は

少
な
い
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
神
社
に
は
東
京
の
日
枝
神
社
、

大
鳥
神
社
、
木
曾
の
御
嶽
神
社
、

和
歌
山
の
熊
野
速
玉
大
社
、
吉

野
十
津
川
の
し
ゃ
く
な
げ
で
知

ら
れ
る
玉
置
神
社
等
が
あ
る
。

す
で
に
参
拝
さ
れ
た
方
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
。

　

近
頃
日
高
村
は
以
前
の
よ
う

な
活
気
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と

を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
は
不
況
な
ど
社
会
現
象
だ
け

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
村
の
活
性
化
の
一
助

に
、
小
村
神
社
前
駅
を
大
い
に

活
用
し
、
神
社
の
門
前
を
賑
わ

す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
。

　

御
祭
神
の
同
じ
他
の
神
社
で

も
、
合
格
祈
願
な
ど
、
心
願
成

就
の
参
拝
が
多
い
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
例
え
ば
の
話
だ
が
、

銘
菓
「
神じ
ん
だ
い
す
ぎ

代
杉
」
な
ど
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
で
、
餅
、
飴
、
煎
餅
な

ど
発
売
し
た
り
、
例
祭
な
ど
で

は
た
く
さ
ん
の
露
店
を
開
設
し

て
賑
わ
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

だ
。　

小
村
神
社
も
前
述
の
祈

願
に
併
せ
、
現
世
利
益
観

で
も
い
い
、
受
験
の
神
様
、

病
気
平
癒
、
商
売
繁
盛
、

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
々
の

参
拝
を
期
待
し
た
い
。

　

今
後
も
村
の
誇
り
小
村

神
社
の
ま
す
ま
す
の
弥
栄

と
、
日
高
村
の
一
層
の
発

展
を
願
っ
て
い
る
。

（
丘
）

花いっぱい花いっぱい

運動運動

個
人
８
人
と
６
団
体
に
感
謝
状

　
「
花
・
人
・
土
佐
で
あ
い
博
」
や
「
ジ
ャ

パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

in
こ
う
ち
（
Ｊ
Ｆ
Ｆ
）」
の
開
催
で
、
今
年

は
特
に
花
づ
く
り
に
つ
い
て
の
関
心
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
従
来

よ
り
花
づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
個
人
の
方
々
や
団
体
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
る
こ
と
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
Ｊ
Ｆ
Ｆ
開
幕
日

の
５
月
16
日
付
で
次
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
分　

戸
梶
忠
俊
氏（
中
村
）

　
　
　

野
村
守
佑
氏（
折
月
）

　
　
　

谷
口
京
子
氏（
西
田
）

本
郷　

大
山
自
動
車（
父
原
）

　
　
　

森
下
明
氏（
梅
ケ
坂
）

　
　
　

大
和
田
自
治
会

　
　
　

西
ノ
越
花
い
っ
ぱ
い
会（
西
ノ
越
）

沖
名　

隅
田
益
男
氏（
石
田
）

　
　
　

石
田
自
治
会

　
　
　

大
川
内
自
治
会

加
茂　

北
添
貴
康
氏（
平
野
）

　
　
　

桑
原
正
一
氏（
竜
石
）

　
　
　

片
岡
三
知
氏（
下
ノ
谷
）

能
津　

長
畑
老
人
会（
長
畑
）



総務課
24－5113
住民課
24－5111
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業環境課
24－4647
健康福祉課
24－5197
24－5112
保健センター
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津出張所
24－5141
土地改良区
24－5202
開発公社
24－5331
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１
．
募
集
の
趣
旨

　

日
高
村
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
有
効
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、
村
民
の
村
づ
く
り
へ
の
参

加
意
欲
を
高
め
、
村
民
活
動
が
よ
り
活
発
に
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
促
す
た
め
、
広
く
村
民
に
対
し
て

補
助
事
業
の
提
案
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

２
．
募
集
の
内
容

　

平
成
20
年
度
に
、
日
高
村
の
補
助
を
受
け
て
実

施
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
募
集
（
申
請
）
を
受
付

ま
す
。

　

募
集
（
申
請
）
の
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
特
に
分
野
等
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

村
民
の
文
化
や
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
村
が

関
与
す
る
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
も

の
で
、
具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
事

業
と
し
ま
す
。

３
．
応
募
者
の
資
格

　

日
高
村
内
に
あ
る
団
体
で
、
政
治
活
動
・
宗
教

活
動
お
よ
び
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
団
体

と
し
ま
す
。

４
．
応
募
（
申
請
）
方
法

⑴ 

提
出
書
類

　

１
．
補
助
金
交
付
申
請
書

平
成
20
年
度
日
高
村
補
助
事
業
を
募
集
し
ま
す

申請から
決定までの流れ

各種団体等の
申請

主管課受付

庁内評価機関
の審査

日高村補助金
審査会

補助金交付
決定

　

２ 

．
申
請
事
業
以
外
に
団
体
で
実
施
し
て
い
る

事
業
が
あ
る
場
合
は
、
団
体
全
体
の
収
支
が

わ
か
る
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵ 

募
集
（
申
請
）
期
間

　

平
成
20
年
６
月
９
日
（
月
）
か
ら
平
成
20
年
７

月
８
日
（
火
）
ま
で
必
着

⑶ 

提
出
方
法

　

事
業
内
容
に
よ
り
、
担
当
主
管
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
内
容
が
わ
か
り
に
く
く
提
出
先
が
不
明

な
場
合
は
、
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
応
募
上
の
注
意
事
項

⑴ 　

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
補
助
金
交
付
申
請

書
の
内
容
は
、
個
人
情
報
に
該
当
す
る
部
分
を

除
き
原
則
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

⑵ 　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
は
、
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。
記
載
内
容
の
確
認
の
た
め
、
問
い

合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
写
し
を
と
り
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
村
役
場　

総
務
課

　

日
高
村
本
郷
61

－

1

　

☎ 

２
４

－

５
１
１
３
（
内
線
24
番
）

水
稲
共
同
防
除
に
対
す
る
ご
協
力
の
お
願
い

中
央
農
業
共
済
組
合
、
井
ノ
峯
、
九
頭
、
本
郷
、

沖
名
下
、
沖
名
上
・
中
、
下
分
、
防
除
班

　

本
年
度
も
圃
場
整
備
区
域
内
の
水
稲
一
斉

防
除
を
下
記
の
日
程
に
よ
り
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
共
同
防
除
は
、
農
家
の
皆
様
は
も
と
よ

り
、
防
除
所
、
村
役
場
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
、
農
協
等
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
液
剤
散
布
の
方
法
に
よ
り
少
な
い
農
薬

を
効
果
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
環
境

保
全
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
行
う
も
の
で

す
。

　

当
日
は
朝
早
く
か
ら
の
騒
音
や
関
係
車
輌
の

往
来
、
微
量
の
農
薬
霧
の
飛
沫
等
で
、
近
所
の

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
存
じ
ま
す

詳細はNOSAI中央までお問い合わせ
ください。　☎ 24－5611

共同防除予定表

防除地区 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目

下　分 6/28 朝 全 7/26 朝 全 8/16 朝 普 9/ 6  朝 普

本　郷 7/ 2  朝 早 7/16 朝 早 7/18 朝 普 8/12 朝 普 8/27 朝 普

井ノ峯 6/30 晩 早 7/21 晩 早 8/18 晩 普 9/1 晩 普

沖名上中 6/28 晩 早 7/14 晩 早 8/13 晩 普 8/27 晩 普

沖名下 6/29 朝 早 7/13 朝 早 7/22 朝 普 8/23 朝 普

九　頭 7/ 5  朝 早 7/21 朝 早 8/14 朝 普 8/29 朝 普

が
、
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
散
布
に
際
し
ま
し
て
は
、
十
分
注
意
を

し
て
実
施
し
ま
す
が
車
輌
、
洗
濯
物
、
ペ
ッ
ト

等
は
格
納
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

共
同
防
除
日
程
は
天
候
等
に
よ
り
、
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作業時間

　朝の部　午前３時頃～９時頃
　晩の部　午後５時頃～10時頃

早=早稲

普=中生稲

全=両方
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　◆ 全面通行止めとなる区間

国道33号　事前通行止めの協力お願い国道33号　事前通行止めの協力お願い国道33号　事前通行止めの協力お願い

　下記区間は大雨の場合、落石や土砂崩れの恐れがありますので全面通行止めとなります。全面
通行止め時にはこの区間内へ外部からの進入ができません。また区間内におられる方々も安全のため外
出をお控えください。通行止めの解除は、雨がやんでから２時間以上経過し、パトロールにより安全
を確認したあととなります。ただし、夜間は十分な安全確認が出来ませんので、翌朝にパトロールを行い
安全を確認したあとで解除になります。
　万一の被害を未然に防止するため、皆様のご協力をお願いします。

高知県越知町横倉～高知県仁淀川町森山（20.3km）
高知県仁淀川町森山～愛媛県久万高原町中津（6.7km）
愛媛県久万高原町中津～愛媛県久万高原町柳井川（6.1km）

　◆ 迂回路について

　国土交通省が指定する迂回路はありません。他の道路も大雨のため、落石や土砂崩れの危険性
もありますので、道路情報を十分に確認してください。

　◆ 道路情報の問い合わせ先

国道33号 佐川国道維持出張所 （0889）22－1022
国道32・33・55・56号 土佐国道事務所 （088）884－0359
上記以外の国道、県道 高知県土木部道路課 （088）823－1111
高速道路 西日本高速道路㈱四国支社 （087）823－2111

　◆ 携帯電話での道路情報提供
※降雨状況も確認できます。

i-mode

ｉメニュー
▼

メニューリスト
▼

四国メニュー
▼

交通／地図／旅行
▼

四国の道路情報

EZweb

トップメニュー
▼

マップ＆エリアガイド
▼
四国
▼

交通・旅行
▼

四国地区道路情報

Yahoo! ケータイ
日
時
：
６
月
20
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所
：
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左
記
の
仕

事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ
て

い
る
仕
事

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６ 月 の 行 政 相 談

メニューリスト
▼

地域メニュー
▼
四国
▼

交通・グルメ
▼

道路情報
▼

四国地区道路情報
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戦
没
者
慰
霊
巡
拝

に
つ
い
て

次
の
地
域
で
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
の

方
を
対
象
に
慰
霊
巡
拝
が
行
わ
れ
ま

す
。

①
対
象
地
域

旧
ソ
連
、
中
国
東
北
地
区
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
マ
ー

シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
硫
黄
島

②
選
考
基
準

健
康
状
態
が
良
好
で
、
原
則
と
し

て
80
歳
以
下
の
方

　
（ 

当
該
地
域
を
一
度
も
訪
れ
た
こ

と
が
な
い
方
を
優
先
）

③ 

巡
拝
地
域
、
実
施
時
期
、
所

要
経
費
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
庁
保
険
福
祉
課

☎
０
８
８

－

８
２
３

－

９
６
６
２

日
高
村
福
祉
担
当
課

☎
０
８
８
９

－

２
４

－

５
１
１
２

住民課（住民税係）からのお知らせ

【税源移譲に伴う年度間の所得変動に係る経過措置（１年限りの措置）】

●  税源移譲により、ほとんどの方は平成19年１月から所得税が減り、その分住民税（村・県民税）が
増えていますが、平成19年中に退職や休業などの理由により平成19年中の所得が大きく減少した方
（平成19年度分個人住民税の課税対象となる平成18年所得はあったが、平成19年分の所得について所
得税がかからなくなった方）は、平成19年度の村・県民税だけが増額となって、平成19年の所得税
において減税の効果があらわれません。そうしたことから、平成18年と平成19年の所得変動による
税額負担を調整するために、表の要件に当てはまる方については、平成19年度の村・県民税を税源
移譲前の税率で再計算した額に減額する経過措置が設けられます。

　  　なお、該当する方については、平成20年７月１日から７月31日までの間に、平成19年１月１
日現在の住所所在の市町村（平成19年度の市・県民税が課税された市町村）に申告書（村県
民税減額申告書）を提出していただくことになります。申告書は住民課（住民税窓口）にありますので、
必ず申告をお願い致します。

【非課税限度額の廃止に伴う経過措置の終了について】

対象者の要件
① 「平成19年度村県民税の課税所得金額（注１）－人的控除額の差（注３）＞０」

② 「平成20年度村県民税の課税所得金額（注２）－人的控除額の差≦０」

●  平成18年度から、平成17年１月１日現在において年齢65歳以上の方であり、かつ、前年の合計所得
金額が125万円以下の方に対する非課税措置が廃止されました。その経過措置として下記の特例が設
けられていましたが、平成19年度でその経過措置が終了し、平成20年度より全額課税となります。

平成17年度まで 平成18年度 平成19年度 平成20年度から

所得割

非課税

所得割額の
２／３を控除
（定率控除後）

所得割額の
１／３を控除

控除なし

均等割
市民税 １，０００円 ２，０００円 ３，０００円

県民税 ８００円 １，１００円 １，５００円

（注１）前年中の所得金額－扶養控除等の所得控除（分離課税分を除く）

（注２）前年中の所得金額－扶養控除等の所得控除（分離課税分を除く）

（注３）基礎控除や扶養控除等の所得税と市県民税の控除額の差
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「第51回　金婚夫婦祝福式典」

資　格　　 昭和33年１月１日から同年12月31日までに婚
姻届けをしている高知県在住のご夫婦。

申し込み方法　ご夫婦の戸籍抄本
  便せんにご夫婦の郵便番号・住所・

氏名・年齢・職業・電話番号・結婚
記念日を明記し　

　〒780－8666　（住所不要）
　　㈱高知新聞企業　事業企画部「金婚式」係
　　　あてに郵送またはご持参ください。

申し込み期限 ７月４日㈮まで　　（必着）

式典日時 ９月１日㈪　午後２時開始

お問い合わせ先 高知市本町3－2－15
 ㈱高知新聞企業 事業部内「金婚式」係
　　　　　　　　　　☎ 088－825－4328
＊ お申し込みをされた方には村からも記念品をさしあげ
ます。

　高知新聞社等主催の

「第「第5151回　金婚夫婦祝福式典」回　金婚夫婦祝福式典」
について

平成20年度
人権ふれあい支援事業のご案内

　財団法人　高知県人権啓発センターではＮ

ＰＯ・ボランティア団体や民間の団体（企業

や事業所を含む）が実施する人権に関する啓

発や事業等に対して、一定の条件のもとに支

援しています。

●対象となる事業
　県内で行う、人権意識の向上を目的とした事業
で、次に該当するものとします。
①講演会、研修会、シンポジウムなどの開催
②啓発資料の作成
③ふれあい交流・体験活動
④ その他、人権啓発に明らかに寄与すると認め
られる事業
　（ 他から補助を受けている事業や、団体内部
の活動にとどまるものなどは、対象外です。）

●募集期間
　平成20年８月31日㈰まで

※応募・問い合わせ先　
　（応募資格・支援金額・支援対象期間等）
　財団法人　高知県人権啓発センター企画啓発
　担当　矢野
　　☎ 088－821－4681　℻   088－821－4440
　　住所　高知市本町４丁目1－37

　国立県営兵庫障害者職業能力開発校では、身体障害
者で平成20年10月入校の職業訓練生を募集します。
　詳しくは下記の連絡先または居住地を管轄する公共
職業安定所（ハローワーク）にお問い合わせください。

１　募集対象者

　身体障害者

２　募集科目と募集定員

　オフィースワーク事務課後期生　15名

３　受付期間と選考日

４　連 絡 先

〒664－0845　兵庫県伊丹市東有岡４丁目８
国立県営　兵庫障害者職業能力開発校
☎ 072－782－3210　℻   072－782－7081

　

皆
さ
ん
は
、「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
と
、
な

ん
だ
か
と
て
も
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？
共
同
参
画
と
は
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ

か
ら
」
と
い
う
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
男

女
が
共
に
社
会
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
お
互
い
を
認

め
合
う
意
識
を
持
つ
こ
と
な
の
で
す
。

＊
例
え
ば
、
こ
ん
な
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
で
す
。＊

■ 

家
庭
で
は 

■

•
最
近
は
、
結
婚
後
や
出
産
後
も
仕
事
を
続
け
る
女

性
が
増
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
い
ま
だ
に
家
事
、

育
児
、
介
護
な
ど
家
庭
の
こ
と
は
女
性
の
仕
事
と

考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
家
庭
の
仕
事
を
家
族

み
ん
な
で
協
力
し
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

ま
た
、
家
や
車
の
購
入
な
ど
、
何
か
重
要
な
こ
と

を
決
め
る
と
き
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
話
し
合
っ
て

６
月
は
高
知
県
の
「
男
女
共

同
参
画
推
進
月
間
」
で
す
。

お
互
い
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

■ 

職
場
で
は 

■

•
企
画
会
議
な
ど
意
思
決
定
の
場
に
男
女
が
対
等
に

参
加
し
、
個
性
と
能
力
を
生
か
せ
る
職
場
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
最
近
は
、
子
育
て

を
楽
し
み
た
い
と
願
う
男
性
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
、
男
性
が
仕
事
と
子
育
て
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
行
え
る
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

　

日
高
村
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
組
み
、
平
成
16
年
度
末
に
プ
ラ

ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
17
年
度
か
ら

は
、
プ
ラ
ン
の
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
は
、「
男
女
共
同
参
画
の
日
」
を

毎
年
６
月
第
１
週
の
日
曜
日
と
定
め
、
こ
れ
か
ら
も

プ
ラ
ン
推
進
の
た
め
、
多
く
の
方
々
が
「
男
女
共
同

参
画
」
の
意
義
を
理
解
し
実
践
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日

高
村
教
育
委
員
会
（
☎
２
４

－

５
１
１
５
）
ま
で

10月入校の職業訓練生募集

入校期間 受付期間 選考日

10月入校 ６月23日㈪～
７月24日㈭

８月４日㈪
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子どもの子どもの
SOSSOS

知ら
せて

あなたの勇気が子どもを守ります
虐待かな…と感じたら…

☎ 24‒7851　日高村保健センター
☎ 24‒5665　日高村保健センター

（子育て支援センター専用）

担当　岡本・藤田

•子どもの泣き声が頻繁に聞こえる
•子どもの身体に不自然な傷やあざ
　がある
•いつも汚れた服装をしている
•夜中、一人でウロウロしている

など、「子どもの様子が
おかしいな？」と感じ
たらお知らせください

４月25日実施献血にご協力ありがとうございました

次回の献血は８月31日㈰に実施いたします。
ご協力をお願いします。

　

日
高
村
で
は
、
次
の
地

代
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま

れ
、
か
つ
育
成
さ
れ
る
社
会

の
形
成
を
実
現
す
る
た
め
「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
17
年
３
月
に
「
日
高
村
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、

健
康
福
祉
課
が
事
務
局
と
な
り
、
関

係
部
局
、
関
係
機
関
、
団
体
、
地
域
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
日
高
村
次
世
代
育
成
支
援

対
策
地
域
協
議
会
」
に
お
い
て
、
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
進
捗
状
況
等

の
点
検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
後
の
対

策
の
実
施
や
計
画
の
見
直
し
等
に
反
映

さ
せ
て
い
ま
す
。

　
（
行
動
計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
10
年
間

と
し
て
い
ま
す
。

　

初
年
度
か
ら
の
5
年
間
を
前
期
計
画

と
し
、
前
期
計
画
に
関
す
る
必
要
な
見

直
し
を
平
成
21
年
度
に
行
い
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
５
年
間
の
後
期
計
画
を
定

め
ま
す
。）

　

日
高
村
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
の
基
本
目
標

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

1 

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

2  
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等
の

健
康
の
確
保
及
び
推
進

3  
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長

に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

4  

子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の

整
備

5  

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

の
推
進

6 

子
ど
も
等
の
安
全
の
確
保

7  

要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き
め

細
か
な
取
り
組
み
の
推
進

※  

基
本
目
標
に
基
づ
き
、
協
議
会
委

員
・
事
務
局
で
、
年
度
〳
〵
に
お

い
て
進
捗
状
況
の
点
検
・
評
価
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※  

詳
し
い
資
料
等
の
必
要
な
方
は
左

記
ま
で
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
健
康
福
祉
課

　

次
世
代
育
成
支
援
担
当
ま
で

　
　

☎
２
４

－

７
８
５
１

住所等 氏　名 住所等 氏　名
大 橋 東 岡村　正浩 鴨 地 壬生　　幸
鍛 冶 屋 南 矢野　美香 本 村 田村　竹一
長 山 田 濱口　朝人 役 場 隅田　　静

〃 濱田知加子 〃 西村　篤史
〃 浜田　善久 〃 藤岡　明仁

大橋東マンション 西森　卓也 〃 藤原信太郎
大 橋 西 竹内　　求 〃 松岡　一宏

〃 森下　卓也 〃 松本　直久
駅 前 戸梶　利夫 〃 山内　浩江
父 原 隅田　敬子 〃 山本　秀昭
妹 背 松岡　秀康 仁淀消防日高分署 井上　和也
梅 ヶ 坂 中山　　寛 〃 竹本　勇二
柏 井 野村　吏津 日高村商工会 内田　知行
長 崎 片岡　信次 佐 川 町 大山　雄生

〃 鎮西　洋美 〃 黒岩千佳子
宮 谷 大﨑　康成 〃 矢野　圭祐
猿 田 矢野　孝明 越 知 町 鳥飼　幸司
戸 梶 澁谷　豊顕 い の 町 小森三生代

〃 藤﨑　和美 〃 広瀬　昌隆
田 福 濱田　征幸 〃 藤原　　泉
岩 目 地 西 川瀬　富貴 〃 山下　勝雄
岩 目 地 東 北添　理花 〃 山本　太郎

〃 正岡　京子 高 知 市 清藤　和明
〃 和田　靖子 〃 手島　修平

九 頭 森下　夏希 〃 西森　省雄

次
世
代
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、

か
つ
育
成
さ
れ
る
社
会
の
形
成
を
実
現
す
る
た
め
に
…

内
容

基
本
目
標
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ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　

☎
２
４

－

４
６
４
７

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
により廃棄物の野焼きは一部の例外を
除いて禁止されています。
◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円
以下の罰金、又はこれらの両方

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

　ガソリン等については、買いだめ
行為により、防火安全上支障がある
事態の発生が危惧されております。
ガソリンの保管及び取扱い方法を誤
ると、火災や爆発事故を招く恐れが
あり、大変危険です。 

【ガソリンの危険性と容器の注意事項】 
〇 ガソリンは気温が－40℃でも気化し、小さな火源で
も爆発的に燃焼する物質です。 
〇 ガソリンの蒸気は、空気より重いため、穴やくぼみ
などに溜まりやすく、離れたところにある思わぬ火
源（ライター等の裸火、静電気、衝撃の火花等）に
よって引火する危険性があります。 

【ガソリンスタンドの所有者等の注意事項】
〇 ガソリンを容器に入れる際には、利用客に対し、ガ
ソリンの危険性を周知するとともに、容器が消防法
令の基準に適合していることを確認してください。 

〇 セルフスタンドでは、利用客が自らガソリンを容器
に入れることはできないため、利用客が自らガソリ
ンを入れることがないよう、十分監視するようにし
てください。

【ガソリンスタンドの利用者の注意事項】
　〇 セルフスタンドでは、利用客が自らガソリンを容

器に入れることはできません。 
　〇 消防法令の基準に適合した容器で購入してくださ
い。 

【ガソリンを入れる容器】 
〇 ガソリンを入れる容器は、消防法令により、一定の
強度を有するとともに、材質により容量が制限され
ています。例：ガソリン携行缶、ガソリン用金属缶
〇 灯油用ポリ容器にガソリンを入れることは非常に危
険ですので行わないでください。

【ガソリンの保管】
〇 ガソリンは、火災発生の危険度が極めて高く、火
災が発生すると爆発的に延焼拡大するため、ガソリ
ンを容器に入れて保管することは極力控えてくださ
い。

【ガソリンの保管場所】
〇 消防法令に適合した容器で保管する場合でも、消防
法令により、合計40ℓ以上のガソリンを保管する場
合は、次のとおり建物の大幅な改修が必要となりま
す。
※ 40ℓ以上200ℓ未満のガソリンを保管する場合は、
火災予防条例により、保管場所の構造等が基準に適
合している旨の書類を添え、消防機関に届出の必要
があります。
※ 200ℓ以上のガソリンを保管する場合は、消防法に
より、一定の構造等の基準に適合したものでなけれ
ば、市町村長等の許可はされません。

お問い合わせ先
　仁淀消防組合消防本部 予防係
　☎ 088－893－3221
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健
康
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
急
増
し
て
お

り
、
特
に
死
者
の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
、

死
に
至
っ
た
原
因
の
70
％
は
逃
げ
遅
れ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
法
及
び
仁
淀
消
防
組
合
火
災
予
防
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
全
て
の
一
般
住
宅

等
に
も
『
住
宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器
』

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
設
置
基
準
】

○ 

新
築
住
宅
…
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

○ 

既
存
住
宅
…
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

に
設
置
が
必
要
で
す
。

【
設
置
場
所
】

　

全
て
の
就
寝
の
用
（
寝
室
）
に
供
す
る
居

室
で
、
次
の
各
部
分
に
設
置
が
必
要
で
す
。

①
平
屋
建
の
場
合
…
寝
室
の
み
設
置
。

② 

２
階
建
住
宅
の
場
合
…
２
階
に
寝
室
が

あ
る
場
合
は
、
寝
室
と
２
階
の
階
段

に
設
置
。

③ 

３
階
建
住
宅
の
場
合
…
１
階
に
寝
室
が

あ
る
場
合
は
、
寝
室
と
３
階
の
階
段

に
設
置
。
１
階
、
２
階
及
び
３
階
に
寝

室
が
あ
る
場
合
は
、
寝
室
と
２
階
及

び
３
階
の
階
段
に
設
置
。

④ 

前
記
①
〜
③
に
該
当
し
な
い
階
で
、
７

㎡
以
上
の
居
室
が
５
以
上
あ
る
階
の

廊
下
（
廊
下
が
な
い
場
合
は
階
段
）
に

設
置
。

※ 

警
報
機
は
寝
室
の
数
に
応
じ
て
設
置
が

必
要
で
す
。
寝
室
に
つ
い
て
は
天
井
ま

た
は
壁
面
に
設
置
、
階
段
は
踊
り
場
の

天
井
ま
た
は
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、
台
所
等
の
火
気
使
用
場
所
へ
の
設

置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
主
的
に

設
置
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
概
要
】

○
煙
式
で
、
天
井
又
は
壁
に
簡
単
に
取
り

付
け
ら
れ
、
音
声
や
警
報
音
で
火
災
を

知
ら
せ
ま
す
。

○
電
池
タ
イ
プ
と
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。

○
電
池
が
少
な
く
な
る
と
警
報
音
が
鳴
り

ま
す
。
新
し
い
電
池
と
取
り
替
え
て
く

だ
さ
い
。

※
購
入
す
る
と
き

は
、
日
本
消
防

検
定
協
会
の
鑑

定
に
合
格
し
た

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

の
あ
る
も
の
が

安
心
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

【
基
準
の
特
例
】

　

消
防
法
令
の
想
定
し
て
い
な
い
よ
う
な
高

性
能
で
特
殊
な
警
報
器
や
、
消
火
設
備
等
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
既
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
と
概
ね
同
等
の
性
能
を
有
す
る
住

警
器
等
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
器
が
設
置
さ

れ
て
い
る
等
の
場
合
に
お
い
て
は
、
適
用
が

除
外
さ
れ
ま
す
。

（
適
用
除
外
と
す
る
場
合
は
、
事
前
に
仁
淀

消
防
本
部
予
防
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
◎
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
、
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い 

‼

　

市
場
価
格
を
超
え
た
高
額
で
販
売
す
る
業

者
や
、
消
防
職
員
を
装
っ
て
訪
問
し
、
粗
悪

品
を
押
し
売
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

消
防
署
員
が
住
宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器

を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
訪

問
販
売
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
住

宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
の
対
象
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

　

仁
淀
消
防
本
部
予
防
係

　

☎ 
０
８
８

－

８
９
３

－

３
２
２
１

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　

☎ 

０
１
２
０

－

５
６
５

－

９
１
１

※ 

日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の

医
師
・
歯
科
医
師
約
６
０
０
名

で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左

記
の
内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝

９
時
ま
で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー

マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま
す
。

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電

話
番
号
は

０
８
８－

８
３
２－

５
２
６
６

で
す
。

６

月

月
曜
日

　

 

歯
の
痛
み
（
神
経
の
痛
み
）

火
曜
日

　

顔
の
皮
膚
炎

水
曜
日

　

 

子
ど
も
へ
の
上
手
な
薬
の
飲

ま
せ
方

木
曜
日

　

 

大
人
の
立
ち
く
ら
み

金
曜
日

　

お
な
か
が
張
る

土
・
日
曜
日

　

水
虫

あ
な
た
の
家
に
は
住
宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か

あ
な
た
の
家
に
は
住
宅
用
防
災
（
火
災
）
警
報
器
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か  

！！？？
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建
設
課
水
道
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
水
道
料
金

を
３
ヶ
月
分
滞
納
す
る
と
、
日
高

村
給
水
条
例
第
40
条
及
び
、
日
高

村
水
道
料
金
未
納
者
に
対
す
る
停

水
処
分
取
扱
要
項
第
３
条
に
規
定

さ
れ
る
事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期

限
内
に
お
支
払
い
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

○
口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引

き
落
と
し
日
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
こ
と
は
、
日
高
村
建

設
課
水
道
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

☎ 

２
４

－

５
１
１
４
（
直
通
）

３
ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

給
水
停
止
ま
で
の
流
れ

⬅⬅⬅⬅

パイロット

リ
ッ
ト
ル
単
位
の
針

お 知 ら せ 　日高村水道（日高村給水装置）の管理区分は、次のとおりとなっております。ご
確認いただき、漏水等への対応をお願い致します。

◆管理区分

１　所有者（使用者）が管理する範囲
　　　•メーターより家側。（下図参照）
２　村が管理する範囲
　　　•本管及び本管からメーターまで

日高村給水装置指定工事店一覧
事業所名 電話番号 住　　所 事業所名 電話番号 住　　所

横山水道㈲ 24-4259 本郷855-1 ㈲西村設備 088-878-7287 高知市介良乙2768-1
アキラ設備 24-5218 本郷763-2 四国水道工業株式会社 088-844-4212 高知市鴨部１丁目2-8
㈲日高水道 24-5557 本郷3055 ㈲ヤンマー設備 088-882-7328 高知市江陽町4-30
㈲横山建設 24-7866 本郷229-2 旭パイプ工業 088-840-5825 高知市佐々木町56
須内水道 24-7046 本郷2238-1 城南設備㈱ 088-831-0161 高知市桟橋通６丁目8-39
直設備 24-7822 岩目地2069-40 ㈲大崎住設 088-844-3018 高知市上町宮町113-9

戸梶設備㈲ 24-4255 下分2915-2（〒780-8088 高
知市針木本町35-15） 山憲設備㈲ 088-831-2008 高知市神田362-3

㈲大貴工業 24-5868 下分2914 進和設備工業㈲ 088-832-0988 高知市神田956-1
西部設備 24-5424 下分1985-2 ㈱石黒設備工業 088-844-2003 高知市針木本町26-8
㈲森下電気工事店 24-5504 沖名3012 朝比奈設備 088-884-3889 高知市青柳町62番地1
渋谷設備 24-5960 沖名1301 ㈲津島工業 088-843-8940 高知市大谷公園町20番23-13
㈲矢野メンテナンス 24-7303 沖名1156-1 高坂設備清掃 088-840-1313 高知市朝倉己1097-1
植田住宅設備 0889-55-2697 高岡郡津野町姫野々352-1-203 ㈱濱田水道工業 088-831-0270 高知市南ノ丸5-7
㈱佐川水道 0889-22-0390 高岡郡佐川町乙36-1 ㈲昭和企業設備 088-843-4931 高知市南万々38-2
西森設備 0889-22-0178 高岡郡佐川町乙1871-16 ㈱南海設備 088-832-6994 高知市百石町4丁目15番20-6号
㈲池澤設備 088-893-0630 吾川郡いの町枝川652-6 ㈲スズキ設備工業 088-875-7100 高知市福井扇町8-22
宇治工業㈲ 088-892-5521 吾川郡いの町枝川886-5 ㈱高南設備工業 088-822-2480 高知市福井町2187-1
㈲伊藤水道 088-892-5039 吾川郡いの町枝川4-1 ㈲永和工業所 088-882-4300 高知市北本町3丁目4-39
笠井水道工務所 088-892-0696 吾川郡いの町枝川315-5 四国電力㈱ 088-822-9211 高知市本町4丁目1番11号
㈲西川設備 088-840-2110 高知市旭天神町229 藤本水道 088-845-2425 高知市薊野802-11
㈱日東水道 088-832-6084 高知市塩屋崎町１丁目12-6 ㈱ニシトミ 088-863-3048 南国市立田2535-1

蛇口
メーター
止水栓

メーターBOX
本管

村が管理する範囲 所有者の管理する範囲

◆漏水等修繕の必要な場合の対応
○所有者（使用者）の管理する範囲で、漏水等修繕の必要な場合は、
下記の日高村給水装置指定工事店へ、所有者の責任においてご
連絡いただき対応してください。
　現在、所有者管理区分における当番制は行っておりませんの
で、ご了承ください。
※所有者の管理する範囲内での漏水の調べ方
　家中の蛇口を全部閉めて水道
メーターを見てください。水道
メーターの赤と銀色のパイロッ
ト（右図参照）が動いていれば
漏水信号ですので、所有者の責
任において修理してください。

○村の管理する範囲（メーター
BOX や路上等）での漏水等
については、役場水道係へご
連絡ください。

○日高村役場建設課　水道係　☎ ２４－５１１４

水道メーター
口径により若干違
います
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希
望
の
月
か
ら
納
付
書
で
前
納
で
き
ま
す

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納
めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けら
れています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず
納付しない人に対しては、財産の差し押さえを行うこ
ともあります。

国
民
年
金
に
は
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
は
、
ご
希
望
の
月
か
ら
平
成
21
年
３

月
分
ま
で
の
間
を
前
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
例
）

●
20
年
６
月
分
か
ら
納
付
書
で
前
納
す
る
と

　

１
４
２
、０
０
０
円
（
６
月
か
ら
３
月
ま
で
）

　
（
毎
月
納
付
の
場
合
１
４
４
、１
０
０
円
＝
月
額
１
４
、４
１
０
円
×
10
ケ
月
）

　

月
々
納
め
た
場
合
と
比
較
す
る
と
、
２
、１
０
０
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

●
20
年
７
月
分
か
ら
納
付
書
で
前
納
す
る
と

　

１
２
８
、０
１
０
円
（
７
月
か
ら
３
月
ま
で
）

　
（
毎
月
納
付
の
場
合
１
２
９
、６
９
０
円
＝
月
額
１
４
、４
１
０
円
×
９
ケ
月
）

　

月
々
納
め
た
場
合
と
比
較
す
る
と
、
１
、６
８
０
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

※ 

前
納
を
希
望
す
る
月
の
月
末
が
納
付
期
限
と
な
り
ま
す
。（
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は
翌

営
業
日
）

※ 

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
月
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
し
て
も
割
引
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
前
納
を
さ
れ
る
場
合
は
、
専
用
の
納
付
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
前
納
の
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。

○ 

付
加
年
金
は
任
意
加
入
で
す
。
第
一
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が
定

額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
受
給
時
に
老
齢
基
礎

年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
は
月
額
４
０
０
円
で
す
。
付
加
年
金
の
受
給
額
は
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
付
加
保
険
料
を
10
年
間
納
付
し
た
場
合

　
　
　

付
加
保
険
料
…
４
０
０
円
×
10
年（
１
２
０
月
）＝
４
８
、０
０
０
円

　
　
　

付
加
年
金
額
…
２
０
０
円
×
10
年（
１
２
０
月
）＝
２
４
、０
０
０
円

※ 

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

○ 

付
加
年
金
の
加
入
の
申
し
込
み
は
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

※
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

付
加
保
険
料
は
、納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。納
付
期
限
は
翌
月
末
日（
土
、

日
、
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（希望する月から平成21年３月までの期間すべての保険料を前納する場合）

前納する月
平成20年 平成21年

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
前納額 142,000円 128,010円 113,970円 99,890円 85,760円 71,580円 57,360円 43,090円 28,770円 14,410円
割引額 2,100円 1,680円 1,310円 980円 700円 470円 280円 140円 50円 0円

〇 

４
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
で
申

請
に
よ
り
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
方
を
含
む
。）
の
医
療
制
度
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
に
変
わ
り
ま
し
た
。

〇 

後
期
高
齢
者
医
療
に
は
各
種
医
療
費
等
の
払

い
も
ど
し
制
度
が
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
で
支

払
っ
た
１
カ
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
医

療
費
の
払
い
も
ど
し
が
生
じ
た
場
合
（
高
額

療
養
費
）
に
つ
い
て
は
、
払
い
も
ど
し
の
対
象

と
な
る
方
に
該
当
す
る
通
知
を
お
送
り
致
し
ま

す
。

〇 

原
則
、
払
い
も
ど
し
に
は
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
左
記
の
①
か
ら
③
を
お
読
み
く
だ

さ
い
。

 　

 　

な
お
、
通
知
書
が
届
い
た
方
は
必
ず
申
請
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
手
続
き
は

お
住
ま
い
の
市
町
村
の
窓
口
で
行
え
ま
す
。

①  

手
続
き
は
初
回
の
み
で
、
２
回
目
以
降
は
払

い
も
ど
し
が
生
じ
て
も
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
後
日
、
届
け
出
を
さ
れ
て
い
る

指
定
の
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。

②  

平
成
20
年
３
月
末
日
ま
で
に
老
人
医
療
制
度

で
払
い
も
ど
し
手
続
き
を
取
ら
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
再
度
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

③  

銀
行
の
口
座
番
号
や
口
座
の
名
義
人
等
の
変

更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　

● 

申
請
時
に
必
要
な
も
の
…
被
保
険
者
証
・
認
印
・

口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

　

な
お
、
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
入
院
時
自
己
負

担
額
及
び
食
事
代
等
減
額
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
該
当
さ
れ
る
方
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

　

健
康
福
祉
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

☎
２
４

－

５
１
１
２
へ

後期高齢者医療（長寿医療）　　高額療養費等の払いもどし申請について
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A
B C

７ 月 は 能 津 小 学 校 で す

日下日下小学校学校日下小学校

子どもたちが元気で
私の思った以上に英
語に興味を持ってい
てくれました。私も
楽しかったです。

＜テシーナ先生の授業を終わっての感想＞

☆テシーナ先生の英語活動の時間は…

　原則として月に１回、全部の学年が実施
しています。学年に応じて、テーマや内容
は違いますが、英語に親しむ活動が計画さ
れています。＜子どもたちの授業が終わっての感想＞

● またえいごのべんきょうがしたいです。
● いろんなえいごの字をおぼえました。

　楽しい自己紹介のあとは、まずアルファベットをテシーナ先
生に続いて大きな声で練習しました。教室に子どもたちの元気
な声が響きました。部分的に知っている子も多いのですが、日
本式の発音と英語は少し違います。（例えばZは「ゼット」で
はなく普通は「ジー」）
　それから、みんなの名前の頭文字をアルファベットにして、
絵をかきました。楽しみながら英語に親しみ、自然に覚え、そ
して外国の文字や文化に知らず知らずに触れていくことが、小
学校の英語活動ではとても大切になってきます。
　小学校では平成23年度より５，６年生の時間割に英語が入っ
てきます。今の１年生が５年生になる頃は毎週１時間、英語を
勉強するようになります。今のうちからこうやって楽しみなが
ら慣れていってもらいたいですね。

　４月25日、日下小１年生がＡＬＴのテシーナ先生と初めて英語の勉強を

しました。「どんな先生かな？」「英語っておもしろいのかな？」と子

どもたちは興味津々…

５月号　「入学おめでとう」のコーナーに１年Ａ

組の写真が掲載されていませんでした。

お詫びして、ここに掲載させていただきます。

お詫び
おもしろ
かった。

こんどはいつ
えいごが
あるの？
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コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第109号　2008.６.１　日高村立図書館

月

◆ 「ジーン･ワルツ」／  海堂　尊
メディカルミステリー最新作の舞台は産婦人科。
最先端の生殖医療現場で何が起きたのか？

◆ 「贖罪」／  イアン・マキューアン
1935年、イギリスの地方旧家で少女が目撃した光
景とは…　感動の大河小説。　

◆ 「不謹慎な経済学」／  田中　秀臣
セレブ、天下り、テロリスト…
笑いと毒で逆説的に経済問題を斬る。

◆ 「はじめての雑穀レシピ」
玄米、麦、ひえなどの雑穀のおいしい炊き方と、
おかずやおやつへの使い方。

　図書館の支援活動と読書推進の村づくりを進める「日
高読もう会」が４月22日（火）に本年度の活動を開始し
ました。本年度は研修部や事業部、子ども支援部等７
つのチームに分かれて活動します。
　環境整備部は、５月２日に花壇づくりの作業を始め
ました。また新館建設運動部は、広く新館建設を村民
のみなさまにアピールするための方法を考えています。
図書館の看板も４カ所に設置し、図書館や日高読もう
会のＰＲをしています。

一般書

＊一部です

図書館利用案内図書館利用案内◆ 図書館利用案内 ◆

『田村はまだか』　
／ 朝倉　かすみ

　札幌・ススキノのスナック「チャ
オ！」。
カウンター席にはクラス会の三次会で

流れてきた男女５人、そして彼らの会話
に耳を傾けるマスターの花輪。40代、それぞれの胸中
を去来するものとは…？　ほろ苦い人生の海の底に届
く小さな星の光を待つように、来ない「田村」を待つ
間の物語。
　グラスの中でやるせなさと温かさが交錯する。

「ちいさいおうち」「ピーターラビットのおはなし」
「クマのプーさん」「ブルーナのえほん」「シナの５
にんきょうだい」などなつかしい本がいっぱい！
　ありがとう！そしてこれからもよろしく！

今月の今月の

ピック
　　

ピック
　　

　アッ
プ！

　アッ
プ！

今月の今月の

ピック
　　

ピック
　　

　アッ
プ！

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

　図書貸出の際のご本人確認のため、お持ちの方はできる
だけ「図書貸出カード」（ピンク色）のご提示をいただき
ますようよろしくお願い申し上げます。

○開館時間　午前10時～午後６時

○休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

○貸　　出　ひとり５冊まで、２週間

　日高村本郷192　　　 20－1533

５月新刊案内

「ニルスのふしぎな旅（上・下）」  
／  セルマ・ラーゲルレーヴ

「花になった子どもたち」  ／  ジャネット・ライル
「緑の模様画」  ／  高楼　方子
「木馬のぼうけん旅行」  ／  アーシュラ・ウイリアムズ
「この湖にボート禁止」  ／  ジェフリ・トリーズ
「キルディー小屋のアライグマ」  

／  ラザフォード・モンゴメリ
「ゆびぬき子路の秘密」  ／  小風　さち
「パディントン街へ行く」  ／  マイケル・ポンド

児童書

６月の予定

図書館ご利用の皆さまへ図書館ご利用の皆さまへ図書館ご利用の皆さまへ図書館ご利用の皆さまへ図書館ご利用の皆さまへ

４月の入館者数

647人

お気軽に
お越し
ください

66

14日（土）　おはなしの森（朗読ひだか）
 1 0 : 0 0～ 1 1 : 0 0

28日（土）　おはなし会（ぷちとまと）　
 1 0 : 3 0～ 1 1 : 3 0

「日高読もう会」活動開始！「日高読もう会」活動開始！「日高読もう会」活動開始！「日高読もう会」活動開始！「日高読もう会」活動開始！

ありがとう！石井桃子絵本展示



（15）　─広報ひだか６月号─

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　

寸
評　

い
ち
び

○
花
咲
け
ば

　
　

小
さ
き
す
み
れ
目
に
と
ま
り

山
中　

芳
子

　

野
山
に
自
生
す
る
菫す
み
れは
、
う
つ
む
き

が
ち
に
、
ひ
っ
そ
り
と
咲
く
か
わ
い
ら

し
い
花
で
す
。
高
さ
が
十
セ
ン
チ
く
ら

い
な
の
で
、
咲
く
ま
で
は
す
み
れ
と
は

気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
に
、
き
れ
い
な

紫
色
の
花
が
咲
い
て
、
は
じ
め
て
す
み

れ
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。

○
新
駅
を
祝
ふ
和
太
鼓
春
の
舞

山
中　

静
江

　

三
月
十
五
日
、
村
長
さ
ん
は
じ

め
、
四
国
鉄
道
の
社
長
さ
ん
、
知
事
さ

ん
他
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
行
わ

れ
た
小
村
神
社
前
駅
開
業
の
様
子
を
一

句
に
ま
と
め
ま
し
た
。

○
ふ
う
せ
ん
も

　
　

歓
声
浴
び
て
風
に
乗
り

野
村　

近
子

　

小
村
神
社
前
駅
開
業
の
当
日
、
日
高

村
内
の
保
育
園
児
に
よ
る
紙
風
船
飛
ば

し
で
す
。
こ
の
句
か
ら
も
、
新
駅
開
業

の
よ
ろ
こ
び
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
ふ
う
せ
ん
は
春
の
季
語
で
す
。

○
食
べ
る
程

　
　

土
筆
の
生
え
し
あ
の
頃
よ

山
本
眞
知
子

　

土
手
や
野
原
な
ど
に
筆
の
よ
う
な

形
の
頭
を
も
っ
て
生
え
て
く
る
土
筆
で

す
。
若
く
て
み
ず
み
ず
し
い
う
ち
に
摘

み
、
茹
で
て
食
べ
ま
す
が
、
こ
の
頃
生

え
る
の
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
い
く

ら
で
も
生
え
て
い
た
頃
を
思
い
出
し
て

の
句
で
す
。

○
道
の
辺
の
地
蔵
に
ひ
と
つ
桜
餅

寺
田　

信
子

　

桜
餅
は
塩
漬
の
桜
の
葉
で
包
ん
だ

餡
入
り
の
餅
で
、
桜
の
香
り
が
移
っ
て

風
味
が
あ
り
ま
す
。
誰
が
供
え
た
の
で

し
ょ
う
か
、道
端
の
地
蔵
さ
ん
の
前
に
、

そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
の
ど
か
な
風
景

で
す
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“初鰹”です。
日　時　平成20年６月９日　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

池野いちび選

南
部
記
代
子

明
け
近
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
鳴
き
渡
り
け
り

母
の
日
に
遠
電
話
に
て
祝
は
は
る橋

詰
登
志
子

牡
丹
の
花
の
重
さ
を
ゆ
ら
し
け
り

散
り
て
な
ほ
面
影
保
つ
牡
丹
か
な浜

田　

博
子

蒲
公
英
の
絮
次
の
風
来
れ
ば
散
る

紫
の
糸
引
く
雨
の
藤
の
房

森
下　

花
子

春
風
に
さ
そ
わ
れ
て
行
く
モ
ネ
の
庭

春
眠
の
歳
時
記
抱
き
て
眠
ま
り
を
り

伊
野
部
哲
也

変
声
期
迎
ふ
少
年
街
薄
暑

曜
市
に
溢
る
る
音
や
街
薄
暑

岩
村　

さ
と

会
え
な
く
て
幸
せ
祈
り
春
は
行
く

悲
し
さ
に
神
に
祈
り
て
春
の
星

柏
井　

皓
子

新
し
き
駅
に
漲
る
新
樹
光

カ
ー
テ
ン
を
揺
ら
し
流
れ
る
若
葉
風

門
田
の
ぶ
子

い
た
ど
り
の
山
積
み
に
し
て
農
の
市

通
勤
の
窓
に
飛
び
込
む
初
音
か
な川

瀬　

晴
恵

歯
科
へ
行
き
耳
鼻
科
へ
と
行
く
薄
暑
か
な

腰
う
か
し
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
薄
暑
か
な

北
添　

正
子

列
車
行
き
タ
ン
ポ
ポ
の
絮
風
に
乗
る

薄
暑
な
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
一
休
み

池
野
い
ち
び

御
手
洗
に
雀
が
浴
び
て
ゐ
る
薄
暑

朝
寝
し
て
生
家
に
柱
時
計
聞
く

濱
田　
　

幸

○
服
の
丈
短
く
軽
く
薄
暑
か
な

初
夏
、
五
月
ご
ろ
の
暑
さ
を
、
薄は

く
し
ょ暑
と

い
う
。

や
や
暑
さ
を
覚
え
て
、
少
し
汗
ば
む
の

を
感
じ
る
頃
で
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

着
用
し
た
衣
類
も
、
短
め
で
薄
手
の
物

に
し
た
く
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

〝
女
帯
目
立
ち
初
め
け
り
街
薄
暑
〞
は

吉
屋
信
子
の
句
。

鎮
西　

美
緒

○
新
緑
の
ふ
く
れ
て
迫
る
向
う
山

初
夏
の
み
ず
み
ず
し
い
木
々
の
緑
は
、

色
彩
的
に
、
艶
や
か
な
美
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
。

毎
日
見
て
い
る
向
う
山
で
あ
る
が
、
若

葉
の
萌
え
で
た
そ
の
山
が
、
ふ
く
れ

て
、
迫
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で

あ
る
。
爽
快
な
初
夏
の
山
。島

田　
　

瞳

草
笛
を
吹
く
頣

お
と
が
いを
引
き
締
め
て

壁
の
蔦
傅
ふ
雫
も
土
に
滲
む

中
山　

美
根

一
山
の
色
を
変
へ
た
る
椎
の
花

ま
ぜ
返
し
半
袖
捜
す
薄
暑
か
な

中
村　

梅
子

片
付
け
て
出
し
て
散
ら
ば
る
部
屋
薄
暑

朝
よ
り
の
予
定
に
追
は
れ
ゐ
る
薄
暑
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日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

　　　　　　４月末現在
　　　　　　 （前月比）
世帯数 　 2,469　（±０）
人　口 　 5,969人（－10）
　　　 男 2,824人（－７）
　　　 女 3,145人（－３）

　　　１～４月分（４月）
人身事故　　11件（０件）
死　　者　　０名（０名）
傷　　者　　12名（０名）

　こんにちは！
　日高村での私の暮らしは、日に日に楽しくなっ
てきています！

　４月は一般向けの英会話教室を始めました。
日高村の人々をたくさん知ることができすごく
楽しいです。そして、加茂の公民館でクッキン
グ教室もやりました。アメリカの西海岸料理で
すごくおいしかった。皆一緒に作ってすごく楽
しかったし、いの町や仁淀川町のＡＬＴも一緒
に参加して盛り上がりました。英会話のメンバー
達の料理のうまさにすごく感動しました。
　また、４月には「ゲンキ青年団」で他のＡＬＴ
たちと「土佐弁」でミュージカルに参加し踊りま
した。「ゲンキ青年団」は15年もの長い伝統があ
ります。海外で勉強したい生徒達のために奨学金
を集める活動をしています。今年は、私たちの活
動で２人の奨学生を海外へ送り出すことができま
した。皆さん私たちの活動をサポートしてくれて
ありがとうございます。
　春が始まって本当にうれしいです。日高村が
私の本当の家だと感じる気持ちが、だんだん大
きくなってきます。ここに居ることがとっても
幸せです。ＡＬＴの活動は最初のうちはとても難
しかった。それは全く知らない土地で言葉も分

からないまま生活が始まるのですから…
　けど、日高村の皆さんが親身になってサポー
トしてくれることで本当に日本が好きになった。
　違う町のＡＬＴと話しをする中で、彼らは今
住んでいる町が自分の本当の家であると感じら
れないというのです。彼らは外国人にとって日
本で住むのは難しいというのです。私には、そ
の気持ちは理解ができないけれども、彼らがど
んなことを感じているか…。なんとなく分かる
かな？幸運なことに私は日高で素晴らしい居場
所を感じられることができました。日高にいる
ことがとっても幸せ！
　もっとたくさんの日高の人々のことが知りたい
です。もし英会話に興味があるなら月曜日の午後
６：00～７：30の間に英会話教室をやっています。
教育委員会に連絡してくださいね。 英

会
話
ク
ッ
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
に
て

　

４
月
19
日（
土
）に
日
下
小
学
校
体

育
館
で
、「
第
１
回
親
子
紙
飛
行
機

大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
イ
カ
飛
行
機
」
と
「
オ

リ
オ
ン
飛
行
機
」
を
み
ん
な
で
楽
し

く
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
自
が

特
色
の
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
飛
行
機

を
折
り
、
低
学
年
の
男
子
・
女
子
の

部
と
、
高
学
年
の
男
子
・
女
子
の
部

に
分
か
れ
て
飛
距
離
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

部
門
ご
と
に
１
位
に
表
彰
状
と
ト

ロ
フ
ィ
ー
、
２
・
３
位
に
は
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
も
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
新
記
録
を
め

ざ
し
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

東部児童館ではいろいろな楽しい行事を計画しています。参加してみませんか？
平日も遊びにきてね。８：30～17：30まであいてます。 お問い合わせは　　24ｰ5604まで

　大会参加者へ、大塚製薬さんから「ポカリスエットグッズ」、また児童館育成会齋藤博
人会長より「カブトムシの幼虫」のプレゼントを頂きました。ありがとうございました。

高学年男子の部
　１位　山口　光陽くん　　16ｍ60cm
　２位　岡村　藍和くん　　16ｍ52cm
　３位　山中　涼雅くん　　13ｍ40cm

高学年女子の部
　１位　山中映莉華ちゃん　13ｍ47cm
　２位　大野　果保ちゃん　12ｍ55cm
　３位　齋藤　友里ちゃん　10ｍ92cm

（大会記録）

（大会記録）

低学年男子の部
　１位　森田　継介くん　　14m27cm
　２位　柏井　宏斗くん　　13ｍ67cm
　３位　山根　大輝くん　　13ｍ16cm

（大会記録）

低学年女子の部
　１位　小林　美優ちゃん　12ｍ00cm
　２位　森田　初音ちゃん　７ｍ88cm
　３位　森田　和伽ちゃん　７ｍ20cm

（大会記録）

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!
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